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１
月
23
日
、
萩
原
地
域
（
野
上
地
区
在
住
）
で

水
稲
・
ほ
う
れ
ん
草
を
主
に
経
営
を
さ
れ
て
い
る
、

成
田
茂
さ
ん
・
正
樹
さ
ん
親
子
の
間
で
家
族
経
営

協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
９
月
の
本
た
よ
り
で
も
﹁
ま
め
な
か
な
！

農
家
訪
問
﹂
記
事
に
登
場
い
た
だ
い
た
成
田
さ
ん
。
一
層

の
家
族
経
営
の
発
展
を
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

11
月
13
・
14
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
内
で
行
わ
れ

た﹁
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
ひ
ょ
う
ご
﹂に
、

13
名
の
委
員
が
参
加
し
、
当
地
農
業
者
の
取
り
組

み
を
現
場
で
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
研
修
し
て

来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
５
日
に
は
、
17
名
の
委
員
で
、
愛

知
県
豊
橋
市
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
、
農
業
委
員

会
の
建
議
活
動
、
農
業
後
継
者
の
婚
活
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
先
進
事
例
を
伺
い
、
ま
た
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
に
は
、
前
日
に
引
き
続
き
、
17
名
の

委
員
で
、
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た
﹁
岐
阜
県
農
業

担
い
手
研
究
大
会
﹂
に
参
加
し
、
事
例
講
演
を
聴

講
し
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
中
か
ら
、
当
市
に
マ
ッ
チ
し
た
形
で
吸
収

す
る
べ
く
、
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

農
業
委
員
の
研
修
活
動
︵
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
・
先
進
地
視
察
・
担
い
手
研
究
大
会
︶

協定調印する茂さん（中央）・正樹さん（左）

調印された協定書を受け取る
茂さん（左手前）・正樹さん（左奥）

「ともに歩んでくれる息子と、互いに責任
ある経営を目指すために協定をきっかけ
にしたい」と茂さん（中央右）
「情勢を見極め、父と共に地域に誇れる
農業経営を築いていきたい」と正樹さん
（中央左）
立会人一同もこの思いに対し、支援して
いくことを誓いました。

～委員レポート（一部・抜粋）～
11/13・14　担い手サミット

　高齢化、担い手不足という課題に対し、
水耕栽培といった新技術開発に取り組み
立ち向かう姿に感銘を受けた。5　豊橋市

2/5　農業委員会視察
　農業委員会そのものを見ることができ、
当市での活動以外の部分を知り、参考に
していきたい。

2/6　担い手研究大会
　高単価だが小分けにすることで手に取
りやすいお米の売り方を聞き、このよう
な発想の転換が必要と感じた。
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再生可能　H24

再生可能　H26

再生困難　H24

再生困難　H26

平成２４年度と平成２６年度比較ha

農
地
利
用
状
況
調
査
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

農
地
の
利
用
意
向
確
認
と
解
消
に
向
け
て

　

平
成
26
年
度
９
～
10
月
を
中
心
に
行
わ
れ
た
農
地
の
利
用
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
下
呂
市
全

体
の
荒
廃
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
は
３
２
１
・
９
ha
で
、
そ
の
う
ち
１
２
８
・
１
ha
が
再
生
可
能

な
農
地
、
１
９
３
・
８
ha
が
山
林
・
原
野
化
な
ど
に
よ
り
再
生
困
難
な
農
地
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
で
は
荒
廃
農
地
所
有
者
の
方
に
意
向
調
査
を

行
い
、
自
己
・
貸
出
に
よ
る
耕
作
再
開
に
つ
な
が
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
段
記
事
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
、
一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い
の
が
現
状
で
す
。
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
草
刈
り
等
適
正
な
農
地
管
理
に
み
な
さ
ま
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

上
段
で
の
利
用
状
況
調
査
の
結
果
を
う
け
、
農
地
法
に
基
づ
く
利
用
意
向
確
認
な
ど
の
耕
作

再
開
へ
向
け
て
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
再
生
可
能
な
荒
廃
農
地
（
遊
休
農
地
）
を
お
持
ち
で
あ
る
方
に
対
し
、
今
後

の
利
用
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
行
い
、
そ
の
意
向
に
基
づ
い
て
耕
作
再
開
に
向
か
う
よ
う
推

進
し
ま
す
（
左
図
が
一
連
の
流
れ
で
す
）。

　

こ
の
手
続
き
に
沿
い
ま
し
て
、
３
月
に
意
向
調
査
の
配
布
と
そ
の
返
送
を
対
象
者
の
方
に
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
以
後
の
手
続
き
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

	 	 再生可能	 再生困難	 荒廃全体	 農地全体
	 萩原	 ２５．４	 ２９．７	 ５５．１	 ４１８．７
	 小坂	 １２．１	 １０．２	 ２２．３	 １１８．６
	 下呂	 ３６．６	 ８８．５	 １２５．１	 ４８０．０
	 金山	 ４１．５	 ５０．２	 ９１．７	 ３４７．８
	 馬瀬	 １２．５	 １５．２	 ２７．７	 １４７．６
	 計	 １２８．１	 １９３．８	 ３２１．９	 １５１２．７
	 	 	 	 	 （単位：ha）

市内農地の5分の1強が耕作放棄地化
２年前結果をたよりにてお知らせした際、全農地に対する
　●耕作放棄地は…再生可能＝8.5％、再生困難＝12.9％でした。
　●今回の結果は…再生可能＝8.5％、再生困難＝12.8％
と、ほぼ横ばいとなっています。

再生困難な荒廃農地 再生可能な荒廃農地（遊休農地）

農地・非農地の判断
（振り分け）

利 用 意 向 調 査

自ら利用
者を探す

自 ら
耕作再開

農地中間管理機構
又は

農地利用集積円滑化団
体による利用調整

﹇
３
月
実
施
﹈

自
己
解
消

制度利用

制度利用を勧告

進展のない場合

国においては、農業の担い手に農地を集約し、面的まとまりを持った農業経営
となるよう各種施策を展開中です。
遊休農地においても、自ら解消する目途がない場合は、農地中間管理機構など
の集約事業を利用されるよう、制度化されています。
　制度調整中においても、可能な限り解消、遊休化食い止めにご協力ください。

減らそう！　なくそう！　遊休農地



　

下
呂
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
阻
止
す
る
た
め
の[

防
止
柵]

購
入
費
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
27
年
度

よ
り
内
容
を
一
部
見
直
し
ま
し
た
。　新補助のポイント

●まとまっての対策に、より有利な補助になりました。
　個人分の農地を守るだけ、農地部分を守るだけでは野生動物
の集落進入は防ぎきれません。地域ぐるみで取り組みできるよう、
「集落」を補助対象者に加えました。

●心理柵から物理的侵入防止柵での対策へ
　電気柵は、一度電気ショックを受けた動物を、「近寄りたくない」
という心理にさせることで食い止めようというものですが、下草や
積雪などにより効果が得られないことがあります。年間通じて餌を
求め侵入する野生動物に対しては、常設で効果の得られる、物理
的な侵入防止柵を設置し対応するのが効果的です。比較して効
果の高い取り組みに対して、より補助できるよう区分を設けました。

公
的
機
関
が
中
間
受
け
皿
と
な
っ
て
、耕
作
困
難
と
な
っ
た
農
地
を
借
受
け
、ま
と

ま
り
の
あ
る
形
で
農
業
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
の
貸
付
先
が
見
つ
か
ら
ず
お
困
り
の
際
は
ご
一
報
を
！

●
農
地
中
間
管
理
機
構
…（
一
社
）岐
阜
県
農
畜
産
公
社
℡
０
５
８
ー
２
１
５
ー
６
４
３
５

●
下
呂
市
内
の
相
談
窓
口
…
下
呂
市
役
所　

農
務
課　
　

℡
０
５
７
６
ー
５
２
ー
２
０
０
０

農地中間
管理機構 補助対象者	 補助対象経費	 補助率	 補助限度額	

農業者	 電気柵購入費	 １/ ３以内	 50,000円
	（個人）	 物理的進入防止柵購入費	 １/ ２以内	 100,000円

団　体	 電気柵購入費	 １/ ２以内	 500,000円
	（２戸以上）	 物理的進入防止柵購入費	 ２/ ３以内	 500,000円

集　落
	 電気柵購入費	 ３/ ４以内	 500,000円

	 	 物理的進入防止柵購入費	 ３/ ４以内	 1,000,000円

平成２７年度からの新補助

　

４
年
前
に
、
父
、
保た
も
つ
さ
ん
の
個
人
経
営

で
あ
っ
た
家
業
を
法
人
化
し
た
際
に
、
経

営
移
譲
も
同
時
に
さ
れ
、
会
社
の
代
表
取

締
役
に
就
か
れ
た
健け
ん

さ
ん
。
家
業
を
継
い

で
牛
を
飼
お
う
、
と
の
思
い
は
中
学
・
高

校
の
頃
か
ら
持
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
約
３
０
０
頭
、
う
ち
母
牛
１
０
０

頭
弱
の
規
模
で
繁
殖
・
肥
育
一
貫
経
営
の

か
じ
取
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
代
表
に

な
ら
れ
た
当
時
か
ら
を
こ
う
振
り
返
ら
れ

ま
し
た
。

﹁
も
と
も
と
肥
育
部
門
を
任
さ
れ
て
い
て
、

経
営
の
メ
イ
ン
部
分
の
責
任
の
重
さ
を
感

じ
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
代
表
に

な
っ
て
一
層
、
会
社
を
維
持
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
、
全
体
を
把
握
し
て
経

営
し
て
い
か
な
く
て
は
、
と
思
う
よ
う
に

ま
め
な
か
な
！
農
家
訪
問

金
山
生
ま
れ
、
金
山
育
ち
の
お
い
し
い
飛
騨
牛
を
生
産
し
た
い

お忙しい中、取材に快く応じて
いただきました。
下は堆肥を飼料用作物を自ら作
られる圃場に搬入されている様
子です。

な
り
ま
し
た
。

当
初
は
よ
く
父

と
も
ケ
ン
カ
に

な
り
ま
し
た

が
、父
の
意
見
、

自
分
の
や
り
た

い
こ
と
、
そ
れ

を
話
し
、
ぶ
つ

け
あ
っ
た
こ
と

で
今
は
バ
ラ
ン

ス
と
れ
た
運
営
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
言
わ
ず
に
い
る
よ
り
意
見
交

換
で
き
た
こ
と
で
最
終
的
に
う
ま
く
い
っ

た
の
か
な
﹂

　

地
域
の
農
地
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
に
、

牛
を
育
て
る
う
ち
に
作
ら
れ
る
堆
肥
を
使

い
、
畑
で
飼
料
を
作
り
、
牛
を
育
て
る
と

い
う
循
環
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
佐
古
さ
ん
。
年
に
約
80
頭
出
荷
を

１
０
０
頭
出
荷
に
規
模
拡
大
し
た
い
と
の

展
望
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。﹁﹁
も

う
一
度
、
佐
古
牧
場
の
牛
肉
を
食
べ
た
い
﹂

と
思
っ
て
も
ら
え
る
お
い
し
い
飛
騨
牛
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
﹂
と
取
材

を
締
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
髙
木
康
則
委
員
取
材
）

金
山
町
菅
田
桐
洞
　
㈱
佐
古
牧
場
　
代
表
取
締
役
　
佐さ

こ古
　
健け
ん

さ
ん
（
三
十
六
歳
）

下
呂
市
の[

獣
害
対
策
事
業]

が
変
わ
り
ま
し
た

　
　
〜
個
か
ら
集
団
へ
・
脅
し
か
ら
阻
止
へ
〜

市農政
の動き



農家の経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業の時事問題解説に力を入れ、事例が豊富です！

農業者の視点でお届けします

（年間購読割引あり）お申込みは農業委員会まで

月　		６００円
年	７,２００円

週 刊
《金曜日発行》

〈編集後記〉
　温暖化がここまで進んできたのか、昨年
は天候がおかしくて、小坂の我が家では初
めて干し柿がうまくできませんでした。熟
して落ちてしまったり、カビが生えたり・・・。
　天候の異変に我慢して対処しているとこ
ろですが、いま、国の農政も大きく変わろ
うとしています。農協、そして私たち農業
委員会の体制も大きな変換に向かおうとし
ています。その中で、下呂市のような山間
地の農業がなりたつよう、ただ流されるだ
けではいけないと感じています。（日下部）

●編集委員
・松嶋　光秋　・髙木　康則　・林　忠和
・日下部俊雄　・二村　　明

　

12
月
16
・
17
日
の
２
日
間
、
農
業
者
年
金
制
度
に
つ
い

て
、
戸
別
に
伺
っ
て
詳
細
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。制
度
に
つ
い
て
、﹁
知

ら
な
か
っ
た
﹂﹁
知
っ
て

い
た
ら
加
入
し
て
い
た

の
に
﹂
と
な
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
周
知
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
材　

料　
︵
７
号
ケ
ー
キ
型
１
個
分
︶

	

ほ
う
れ
ん
草	

１
袋	

玉
ね
ぎ	

１
／
２
個

	

エ
リ
ン
ギ	

２
本	

ベ
ー
コ
ン	

３
枚

	

バ
タ
ー	

15
ｇ	

食
パ
ン（
６
枚
切
）	

２
枚

	

卵	

３
個	

牛
乳	

１
０
０
㏄

	

生
ク
リ
ー
ム	

１
０
０
㏄	

塩	

小
さ
じ
１
／
２

	

コ
シ
ョ
ウ	

少
々	

ピ
ザ
用
チ
ー
ズ	

80
ｇ

●
作
り
方

１
．ほ
う
れ
ん
草
は
４
～
５㎝
の
長
さ
に
切
り
、玉
ね
ぎ
は
薄
切
り
、エ
リ

ン
ギ
は
半
分
長
さ
の
薄
切
り
に
す
る
。ベ
ー
コ
ン
は
２㎝
幅
に
、食
パ
ン

は
１
枚
を
９
つ
に
切
る
。

２
．フ
ラ
イ
パン
を
火
に
か
け
、バ
タ
ー
を
溶
か
し
て
１
．の
野
菜
と
ベ
ー
コ
ン

を
炒
め
る
。余
分
な
水
分
は
ペ
ー
パ
ー
で
吸
い
取
る
。

３
．ボ
ウ
ル
に
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
、牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を
加
え
て
混
ぜ
、

塩・コ
シ
ョ
ウ
で
味
付
け
す
る
。

４
．耐
熱
皿
か
ケ
ー
キ
型（
底
の
抜
け
な
い
も
の
）に
バ
タ
ー
を
塗
り
、食
パ

ン
を
敷
き
詰
め
、２
．の
具
を
広
げ
て
３
．を
流
し
入
れ
る
。

５
．チ
ー
ズ
を
散
ら
し
て
、２
０
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で
20
～
25
分
焼
く
。

６
．あ
ら
熱
が
取
れ
た
ら
型
か
ら
外
し
、６
等
分
す
る
。

お
子
さ
ま
で
も
お
い
し
く

た
っ
ぷ
り
野
菜
を
！

●
ほ
う
れ
ん
草
の
キ
ッ
シ
ュ

今回、集中訪問として２日間で８名の
方にご説明をさせていただきました。
１２月については制度推進月間でまと
まってご訪問しましたが、随時要望が
ありましたらご連絡ください。

いつでもご説明に
向かいます！

農業者年金で未来の自分へ安心を
積み立てませんか？
少 子高齢化に強い積 立 方式・確定
拠出型年金です。

① 年間６０日以上の農業従事
② 国民年金第１号被保険者
③ ６０歳未満　　　　　　　
以上を満たせばどなたでも加入できます。
農地権利等の条件はありません！

１年間の農作業の
うち、春作業に事故
が多発しています。
機械・車両などの
操作時は安全に留
意しましょう！

春 の 農 作 業
安全確認運動

農
業
者
年
金
戸
別
訪
問
を
行
い
ま
し
た


